
(57)【要約】

モジュール（１１）の表面全体に亘って導電層（通常一

つ又は複数の金属層２３，２８）を形成してモジュール

内の全てのセルに全てのコンタクト（１９，３２）を形

成し、次いで一連の直線高速レーザスクライブを用いて

導電層を一連のストリップに罫書きすることによって、

相互接続構造が与えられる。次いでストリップは、各交

互ストリップを切断するためにオン及びオフされるレー

ザを用いて第１罫書き方向に横切って罫書きすることに

よって、個々のリンクに分割される。電池のｐ型領域は

ホール（１９）を介して接続され、ｎ型領域はホール（

３２）を介して接続される。シリコン膜（１２）は、絶

縁溝（１６）によってセル（３５ａ，３５ｂ，３５ｃ，

３５ｄ）に分割される。第１実施例では、各第２横断罫

書きは、一ストリップだけオフセットされており、その

結果、各ストリップは、リンクの半分のピッチに等しい

距離だけオフセットされた２つのリンクと両側で重なり

合うリンクに切断される。リンクのピッチは、２つのセ

ルの幅に等しく、横断罫書きは、モジュールの隣接する

電池間の電池境界を表す下の電池配置における中断と同
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 光 起 電 力 電 池 を 備 え た 光 起 電 力 装 置 で あ っ て 、
電 池 の 相 互 接 続 が 、 各 電 池 の ｐ 型 領 域 に お け る あ る 点 の 、 ア レ イ 中 の 他 の 電 池 の ｎ 型 領 域
に お け る 各 点 へ の 複 数 の 分 離 平 行 接 続 を 介 し て 形 成 さ れ 、 前 記 分 離 平 行 接 続 は 全 て 、 複 数
の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る よ う 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 性 材 料 層 か ら 形 成 さ れ 、 各 ス ト
リ ッ プ は 、 電 池 境 界 に 対 応 す る 通 常 の 間 隔 で 中 断 し て い る 、 光 起 電 力 装 置 に お い て 、
前 記 中 断 は 、 Ｎ 番 目 の 電 池 境 界 ご と に 又 は Ｎ 番 目 の 電 池 境 界 ご と の 付 近 に 配 置 さ れ 、 こ こ
で Ｎ は ２ よ り も 大 き い か 又 は ２ と 等 し く 、
い ず れ か 一 つ の ス ト リ ッ プ が 中 断 し て い る 前 記 電 池 境 界 は 、 直 近 の ス ト リ ッ プ が 中 断 し て
い る 電 池 境 界 か ら オ フ セ ッ ト さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 Ｎ 番 目 の ス ト リ ッ プ ご と の 中 断 が 整
列 さ れ 、 か つ
特 定 の ス ト リ ッ プ に よ っ て 接 続 さ れ る べ き 各 電 池 対 は 、 各 ス ト リ ッ プ に 接 続 さ れ て い な い
Ｎ － ２ 個 の 介 在 電 池 に よ っ て 、 各 ス ト リ ッ プ が こ れ ら 介 在 電 池 上 を 通 過 す る 箇 所 で 分 離 さ
れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 光 起 電 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
Ｎ は ２ に 等 し く 、 か つ 接 続 さ れ た 電 池 を 分 離 す る 介 在 電 池 は な い こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 平 行 に 延 在 す る 細 長 い 光 起 電 力 電 池 を 備 え た 光 起 電 力 装 置 で あ っ
て 、
隣 接 す る 電 池 を 有 す る 各 電 池 の 直 列 接 続 が 、 各 電 池 の ｐ 型 領 域 に お け る 点 の 、 ア レ イ 中 の
隣 接 す る 電 池 の ｎ 型 領 域 に お け る 各 複 数 の 点 へ の 複 数 の 分 離 平 行 接 続 を 介 し て 形 成 さ れ 、
前 記 分 離 平 行 接 続 は 全 て 、 平 行 延 在 電 池 を 分 割 す る 電 池 境 界 に 対 応 し て 横 方 向 に 延 在 す る
複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る よ う 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 材 料 層 か ら 形 成 さ れ 、
各 ス ト リ ッ プ は 、 第 ２ 電 池 境 界 ご と に 又 は 第 ２ 電 池 境 界 ご と の 近 傍 で 中 断 さ れ 、
隣 接 す る ス ト リ ッ プ は 、 交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 光 起 電 力 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
複 数 の 平 行 に 延 在 す る 細 長 い 光 起 電 力 電 池 を 備 え た 光 起 電 力 装 置 で あ っ て 、
複 数 の 第 １ 導 電 コ ン タ ク ト が 、 各 電 池 の ｐ 型 領 域 を 、 個 々 の 電 池 の 一 側 に 隣 接 す る 電 池 の
ｎ 型 領 域 へ 接 続 し 、
複 数 の 第 ２ 導 電 コ ン タ ク ト が 、 各 電 池 の ｎ 型 領 域 を 、 個 々 の 電 池 の 前 記 一 側 と 反 対 側 に 隣
接 す る 電 池 の ｐ 型 領 域 へ 接 続 し 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ 導 電 コ ン タ ク ト は 全 て 、 前 記 平 行 延 在 電 池 を 分 割 す る 電 池 境 界 に 対 応 し
て 横 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る よ う 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 材 料 層
か ら 形 成 さ れ 、
各 ス ト リ ッ プ は 、 第 ２ 電 池 境 界 ご と に 又 は 第 ２ 電 池 境 界 ご と の 近 傍 で 中 断 さ れ 、
隣 接 す る ス ト リ ッ プ は 、 交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 光 起 電 力 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， 又 は ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｐ 型 半 導 体 領 域 及 び ｎ 型 半 導 体 領 域 の 一 つ は 、 他 の 半 導 体 領 域 の 下 に あ り 、
下 に あ る 半 導 体 材 料 領 域 へ の 導 電 経 路 は 、 接 続 点 付 近 に お け る 他 の 領 域 の 半 導 体 材 料 の 特
性 を 変 更 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， 又 は ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
下 に あ る 半 導 体 材 料 領 域 へ の 導 電 経 路 は 、 導 電 材 料 層 を 形 成 す る 工 程 の 結 果 と し て 形 成 さ
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れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， 又 は ５ 記 載 の 装 置 に お い て 、
下 に あ る 第 ２ 半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 は 、 導 電 材 料 層 の 形 成 に 関 連 し た 連 結 点 付 近 の 外
側 領 域 の 半 導 体 材 料 の 特 性 を 変 更 す る 工 程 の 結 果 と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置
。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 非 反 射 性 コ ー テ ィ ン グ が 形 成 さ れ た 加 工 ガ ラ ス 基 板 と 、 フ ィ ル ム 表
面 に 平 行 な 平 面 に 接 合 部 を 形 成 す る 少 な く と も ２ つ の 反 対 に ド ー プ さ れ た 領 域 を 有 す る シ
リ コ ン フ ィ ル ム と 、 を 備 え た 多 結 晶 薄 膜 シ リ コ ン 太 陽 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
絶 縁 層 が 、 単 一 の 絶 縁 材 料 層 を 含 む シ リ コ ン フ ィ ル ム 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
絶 縁 層 が 、 薄 い 不 動 態 化 層 と 異 な る 誘 電 体 材 料 の 厚 い 層 と を 含 む 複 数 の 層 を 備 え た シ リ コ
ン フ ィ ル ム 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 窒 化 ケ イ 素 又 は 酸 化 ケ イ 素 の 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ １ 又 は １ ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 ９ ０ ～ １ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ １ ， １ ２ ， 又 は １ ３ 記 載 の 装 置 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 有 機 樹 脂 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ 記 載 の 装 置 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 ２ ～ ５ μ ｍ の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ 記 載 の 装 置 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 ３ ～ ４ μ ｍ の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ か ら １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 接 続 点 は 、 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ る 絶 縁 層 内 の 開 口 部 を 介 し て 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 １ ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ る 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
請 求 項 １ ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
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ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ る 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
請 求 項 １ ８ ， １ ９ ， 又 は ２ ０ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ る 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 ２ ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
請 求 項 １ ８ ， １ ９ ， 又 は ２ ０ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ る 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 ３ ５ ～ ４ ５ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
請 求 項 ９ か ら ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
開 口 部 は 、 実 質 的 に 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
請 求 項 ９ か ら ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 開 口 部 は 、 形 状 が 細 長 い こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 ２ ３ 又 は ２ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｎ 型 ホ ー ル は 、 電 池 領 域 の 一 部 の 分 離 を 防 止 す る よ う 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
請 求 項 １ か ら ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 の 罫 書 き は 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 罫 書 き 幅 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
請 求 項 ２ ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 罫 書 き 幅 は 、 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
請 求 項 １ か ら ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
コ ン タ ク ト を 形 成 す る 導 電 層 は 、 単 一 の 金 属 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
請 求 項 ２ ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
請 求 項 １ か ら ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 複 数 の 異 な る 金 属 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
請 求 項 ３ ０ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 ニ ッ ケ ル 、 銀 、 又 は 銅 の 薄 い 金 属 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
請 求 項 ３ １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 薄 い 金 属 層 は 、 ５ ～ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
請 求 項 ３ １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 薄 い 金 属 層 は 、 ９ ～ １ １ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
請 求 項 ３ １ ， ３ ２ ， 又 は ３ ３ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 前 記 薄 い 金 属 層 上 に 形 成 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
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請 求 項 ２ ９ 又 は ３ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 層 は 、 ５ ０ ～ １ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
請 求 項 ２ ９ 又 は ３ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 層 は 、 ９ ０ ～ １ １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
請 求 項 １ か ら ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 高 濃 度 に ド ー プ さ れ た 半 導 体 材 料 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
請 求 項 １ か ら ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 導 電 性 高 分 子 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 電 池 境 界 を 形 成 す る 半 導 体 材 料 に お け る 中 断 に よ っ て 複 数 の 光 起 電
力 電 池 に 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 の 少 な く と も
２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 直 列 接 続 ア レ イ に 電 池 を 相 互 接 続 す る よ う 配 置 さ
れ る 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 の ど ち ら か に 、 前 記 導 電 層 と
前 記 半 導 体 材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
電 池 の 長 手 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 延 在 す る 一 連 の 分 離 導 電 ス ト リ ッ プ を 製 造 す る た め に 導
電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 接 続 す べ き 複 数 の 電 池 対 を 通 過 す
る と と も に 、 個 々 の ス ト リ ッ プ に よ っ て 接 続 さ れ る べ き 各 電 池 対 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク
ト 領 域 へ 接 続 さ れ て お り 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 各 個 々 の 対 の 電 池 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ン タ
ク ト 領 域 を 選 択 的 に 通 過 し 、 こ れ に よ り 各 ス ト リ ッ プ が 、 導 電 ス ト リ ッ プ に よ っ て 相 互 接
続 さ れ る べ き 各 電 池 対 に お け る 各 電 池 の 前 記 第 １ 半 導 体 材 料 層 又 は 前 記 第 ２ 半 導 体 材 料 層
と 交 互 に 電 気 的 接 続 を 形 成 し 、 か つ 各 ス ト リ ッ プ が 、 個 々 の 電 池 対 の 各 電 池 に お い て の み
一 の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と の 接 続 を 形 成 す る 、 段 階 と 、
Ｎ が ２ よ り も 大 き な 整 数 で あ る か 又 は ２ と 等 し い 、 Ｎ 番 目 の 電 池 境 界 ご と に 又 は Ｎ 番 目 の
電 池 境 界 ご と 付 近 で 各 ス ト リ ッ プ を 中 断 す る 段 階 で あ っ て 、 い ず れ か 一 つ の ス ト リ ッ プ が
中 断 し て い る 電 池 境 界 は 、 直 近 の ス ト リ ッ プ が 中 断 さ れ る 電 池 境 界 か ら オ フ セ ッ ト さ れ て
お り 、 そ の 結 果 、 Ｎ 番 目 の ス ト リ ッ プ ご と の 中 断 物 が 整 列 さ れ 、 接 続 さ れ る べ き 各 電 池 対
は 、 Ｎ － ２ 個 の 電 池 を 通 過 す る と き に 個 々 の ス ト リ ッ プ へ 接 続 さ れ て い な い Ｎ － ２ 個 の 電
池 に よ っ て 分 離 さ れ る 、 段 階 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
請 求 項 ３ ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、
Ｎ は ２ に 等 し く 、 か つ 接 続 さ れ た 電 池 を 分 離 す る 介 在 電 池 は な い こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 半 導 体 材 料 に 電 池 境 界 を 形 成 す る 平 行 な 中 断 物 に よ っ て 複 数 の 平 行
延 在 細 長 光 起 電 力 電 池 へ 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材
料 の 少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 直 列 接 続 ア レ イ に 電 池 を 相 互 接
続 す る よ う 配 置 さ れ る 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 の ど ち ら か に 、 前 記 導 電 層 と
前 記 半 導 体 材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
一 連 の 電 池 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク ト 領 域 を そ れ ぞ れ が 通 過 す る 一 連 の 分 離 導 電 ス ト リ ッ

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-500701 A 2005.1.6



プ を 製 造 す る た め に 前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 個 々 の
一 連 の 電 池 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ン タ ク ト 領 域 を 選 択 的 に 通 過 し 、 こ れ に よ り 個 々 の ス ト リ ッ
プ が 、 各 電 池 の 第 １ 半 導 体 材 料 層 又 は 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と 電 気 的 接 続 を 形 成 し 、 か つ 各 ス
ト リ ッ プ が 、 個 々 の 一 連 の 電 池 の 各 電 池 に お い て の み 一 の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と
の 接 続 を 形 成 す る 、 段 階 と 、
交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ た 隣 接 ス ト リ ッ プ を 用 い て 第 ２ 電 池 境 界 ご と で 又 は 第 ２ 電 池 境
界 ご と 付 近 で 各 ス ト リ ッ プ を 中 断 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
請 求 項 ３ ９ ， ４ ０ ， 又 は ４ １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
開 口 部 が 前 記 絶 縁 層 に 形 成 さ れ 、 前 記 導 電 層 と 個 々 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 の 接 続
は 、 前 記 絶 縁 層 内 の 開 口 部 を 介 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 半 導 体 材 料 に 電 池 境 界 を 形 成 す る 平 行 な 中 断 物 に よ っ て 複 数 の 平 行
延 在 細 長 光 起 電 力 電 池 へ 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材
料 の 少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 直 列 接 続 ア レ イ に 電 池 を 相 互 接
続 す る よ う 配 置 さ れ た 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
各 電 池 の 第 １ コ ン タ ク ト 領 域 に 、 第 １ ド ー パ ン ト 極 性 の 第 １ 上 積 半 導 体 材 料 層 の 活 性 面 を
露 出 す る よ う に 、 前 記 絶 縁 層 を 貫 通 す る 第 １ 開 口 部 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 第 １ 上 積 半 導 体 材 料 層 の 背 面 と の 電 気 的 接 続 を 形 成 す る よ う に 第 １ 開 口 部 へ 延 在 す る
第 １ 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 前 記 絶 縁 層 上 に 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 第 １ 導 電 コ ン タ ク ト 層 及 び 前 記 絶 縁 層 を 貫 通 す る 第 ２ 開 口 部 を 形 成 す る 段 階 で あ っ て
、 各 電 池 の 第 ２ コ ン タ ク ト 領 域 内 の 少 な く と も 一 つ の 位 置 に 、 第 ２ ド ー パ ン ト 極 性 の 下 積
第 ２ 半 導 体 材 料 層 に 対 し て 接 続 が 形 成 さ れ る べ き で あ る 、 段 階 と 、
各 第 ２ 開 口 部 の 下 に 第 ２ ド ー パ ン ト 極 性 の 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 を 形 成 す る
段 階 で あ っ て 、 該 導 電 経 路 は 前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と 個 々 の 第 ２ 開 口 部 に お け る 絶 縁
層 の 下 の 背 面 と の 間 に 延 在 し て い る 、 段 階 と 、
前 記 第 １ 導 電 層 上 に 第 ２ 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 で あ っ て 、 該 第 ２ 導 電 層 は 、 前
記 第 ２ 開 口 部 へ 延 在 し 、 か つ 前 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と 電 気 的 な 接 続 を
形 成 す る 、 段 階 と 、
一 連 の 電 池 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク ト 領 域 を そ れ ぞ れ が 通 過 す る 一 連 の 分 離 導 電 ス ト リ ッ
プ を 製 造 す る た め に 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 個 々 の 一 連
の 電 池 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ン タ ク ト 領 域 を 選 択 的 に 通 過 し 、 こ れ に よ り 個 々 の ス ト リ ッ プ が
ブ リ ッ ジ 領 域 又 は 各 電 池 の 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と の 電 気 的 な 接 続 を 形 成 し 、 か つ 各 ス ト リ ッ
プ が 個 々 の 一 連 の 電 池 の 各 電 池 に お い て の み 一 の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と の 接 続 を
形 成 す る 、 段 階 と 、
交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ た 隣 接 ス ト リ ッ プ を 用 い て 第 ２ 電 池 境 界 ご と で 又 は 第 ２ 電 池 境
界 ご と 付 近 で 各 ス ト リ ッ プ を 中 断 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
請 求 項 ４ ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 第 ２ 開 口 部 は 、 前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 に 延 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
請 求 項 ４ ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 は 、 前 記 第 ２ 開 口 部 の 周 囲 か つ 下 の 材 料 の 特 性 を
変 更 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
請 求 項 ４ ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-500701 A 2005.1.6



前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 は 、 前 記 第 ２ 開 口 部 へ 延 在 す る 導 電 コ ン タ ク ト 層
を 形 成 す る 工 程 の 結 果 と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
請 求 項 ４ ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 は 、 前 記 第 ２ 開 口 部 へ 延 在 す る 導 電 コ ン タ ク ト 層
を 形 成 す る 工 程 の 結 果 と し て 形 成 さ れ 、 か つ 前 記 第 ２ 開 口 部 の 周 囲 か つ 下 の 材 料 の 特 性 を
変 更 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ４ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 非 反 射 性 コ ー テ ィ ン グ が 形 成 さ れ た 加 工 ガ ラ ス 基 板 に 形 成 さ れ た 多
結 晶 薄 膜 シ リ コ ン 太 陽 電 池 で あ り 、 か つ
シ リ コ ン フ ィ ル ム が 、 該 フ ィ ル ム の 表 面 に 平 行 な 平 面 内 に 接 合 部 を 形 成 す る 少 な く と も ２
つ の 反 対 に ド ー プ さ れ た 領 域 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ４ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 シ リ コ ン フ ィ ル ム に 形 成 さ れ た 絶 縁 層 は 、 単 一 の 絶 縁 材 料 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る
方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ４ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 シ リ コ ン フ ィ ル ム に 形 成 さ れ た 絶 縁 層 は 、 薄 い 不 動 態 化 層 と 異 な る 誘 電 体 材 料 の 厚 い
層 と を 含 む 複 数 の 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
請 求 項 ５ ０ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 窒 化 ケ イ 素 又 は 酸 化 ケ イ 素 の 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
請 求 項 ５ １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
請 求 項 ５ １ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 ９ ０ ～ １ １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
請 求 項 ５ ０ ， ５ １ ， ５ ２ ， 又 は ５ ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 有 機 樹 脂 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
請 求 項 ５ ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
請 求 項 ５ ４ 又 は ５ ５ 記 載 の 方 法 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 ２ ～ ５ μ ｍ の 範 囲 の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
請 求 項 ５ ４ 又 は ５ ５ 記 載 の 方 法 に お い て 、
厚 い 誘 電 体 層 は 、 ３ ～ ４ μ ｍ の 範 囲 の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ５ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 に 形 成 さ れ た 開 口 部 は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直
径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
請 求 項 ５ ８ 記 載 の 方 法 に お い て 、
ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 に 形 成 さ れ た 開 口 部 は 、 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ μ ｍ の 範 囲
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の 直 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
請 求 項 ５ ８ 又 は ５ ９ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 の 開 口 部 は 、 ２ ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
請 求 項 ６ ０ 記 載 の 方 法 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 の 開 口 部 は 、 ３ ５ ～ ４ ５ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
請 求 項 ４ ９ か ら ６ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 絶 縁 材 料 の 開 口 部 は 、 実 質 的 に 円 形 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
請 求 項 ４ ９ か ら ６ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 絶 縁 材 料 の 開 口 部 は 、 細 長 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
請 求 項 ６ ２ 又 は ６ ３ 記 載 の 方 法 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト の た め の 開 口 部 は 、 前 記 電 池 領 域 の 一 部 の 分 離 を 妨 げ る た め に 間 隔 を 置 い
て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
請 求 項 ４ ９ か ら ６ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 開 口 部 は 、 レ ー ザ を 用 い て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
請 求 項 ６ ５ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 開 口 部 の 形 状 は 、 該 開 口 部 を 形 成 す る た め に 用 い ら れ た レ ー ザ ビ ー ム の 形 状 に よ っ て
決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ６ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 レ ー ザ を 用 い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
請 求 項 ６ ７ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 重 複 レ ー ザ パ ル ス が 下 積 絶 縁 材 料 を 著 し く 除 去 す る こ と
な く 前 記 導 電 材 料 層 を 完 全 に 除 去 す る こ と を 可 能 に す る 速 度 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る
方 法 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
請 求 項 ６ ７ 又 は ６ ８ 記 載 の 方 法 に お い て 、
高 出 力 レ ー ザ が 、 前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る た め に 用 い ら れ 、 該 レ ー ザ は 、 下 積 絶 縁 材 料 の
除 去 を 防 止 す る た め に デ フ ォ ー カ ス さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
請 求 項 ６ ７ ， ６ ８ ， 又 は ６ ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 罫 書 き 幅 を 達 成 す る よ う 実
施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ １ 】
請 求 項 ７ ０ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 罫 書 き 幅 は 、 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ７ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
コ ン タ ク ト を 形 成 す る 前 記 導 電 層 は 、 単 一 の 金 属 層 と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
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請 求 項 ７ ２ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ７ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 複 数 の 異 な る 材 料 層 と し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
請 求 項 ７ ４ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る 段 階 は 、 ニ ッ ケ ル 、 銀 、 又 は 銅 の 薄 い 層 を 形 成 す る 段 階 を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
請 求 項 ７ ５ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 薄 い 金 属 層 は 、 ５ ～ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
請 求 項 ７ ６ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 薄 い 金 属 層 は 、 ９ ～ １ １ ｎ ｍ の 厚 さ に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
請 求 項 ７ ５ ， ７ ６ ， 又 は ７ ７ 記 載 の 方 法 に お い て 、
ア ル ミ ニ ウ ム 層 が 、 前 記 薄 い 金 属 層 上 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
請 求 項 ７ ３ 又 は ７ ８ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 層 は 、 ５ ０ ～ １ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 厚 さ に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
請 求 項 ７ ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 層 は 、 ９ ０ ～ １ １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ １ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ７ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 高 濃 度 に ド ー プ さ れ た 半 導 体 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
請 求 項 ３ ９ か ら ７ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 は 、 導 電 性 高 分 子 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 平 行 に 延 在 す る 細 長 い 光 起 電 力 電 池 を 備 え た 光 起 電 力 装 置 で あ っ
て 、
電 池 の 相 互 接 続 が 、 ア レ イ 中 の 他 の 電 池 の ｎ 型 領 域 に お け る 個 々 の 点 へ の 各 電 池 の ｐ 型 領
域 に お け る 点 の 複 数 の 分 離 接 続 を 介 し て 形 成 さ れ 、
前 記 分 離 接 続 は 全 て 、 電 池 境 界 に 対 し て 横 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す
る よ う に 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 材 料 層 か ら 形 成 さ れ 、
前 記 罫 書 き は 、 平 行 に 延 在 す る ス ト リ ッ プ を 分 割 す る 中 断 物 を 形 成 し 、
各 ス ト リ ッ プ は ま た 、 電 池 領 域 に 対 応 し て 又 は 電 池 領 域 付 近 に お い て 一 定 の 間 隔 で 中 断 さ
れ 、
導 電 コ ン タ ク ト は 、 前 記 分 離 接 続 を 形 成 す る た め に 、 前 記 平 行 に 延 在 す る ス ト リ ッ プ を 分
割 す る 中 断 物 を 横 断 し て 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 光 起 電 力 装 置 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
請 求 項 ８ ３ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 ス ト リ ッ プ は 、 類 似 し た コ ン タ ク ト を 形 成 す る 列 に 整 列 さ れ 、
前 記 列 は 、 ｐ 型 コ ン タ ク ト 及 び ｎ 型 コ ン タ ク ト を 交 互 に 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
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請 求 項 ８ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｐ 型 コ ン タ ク ト を 形 成 す る 前 記 ス ト リ ッ プ は 、 ｎ 型 コ ン タ ク ト を 形 成 す る こ れ ら ス ト リ ッ
プ に 対 し て 前 記 電 池 境 界 の 方 向 で 測 定 さ れ る よ う に 異 な る 幅 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
請 求 項 ８ ３ か ら ８ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 非 反 射 性 コ ー テ ィ ン グ が 形 成 さ れ た 加 工 ガ ラ ス 基 板 と 、 フ ィ ル ム の
表 面 に 平 行 な 平 面 に 接 合 部 を 形 成 す る 少 な く と も ２ つ の 反 対 側 に ド ー プ さ れ た 領 域 を 有 す
る シ リ コ ン フ ィ ル ム と 、 を 備 え た 多 結 晶 薄 膜 シ リ コ ン 太 陽 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装
置 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
請 求 項 ８ ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
絶 縁 層 が 、 単 一 の 絶 縁 材 料 層 を 備 え た シ リ コ ン フ ィ ル ム 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 装 置 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
請 求 項 ８ ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
絶 縁 層 が 、 薄 い 不 動 態 化 層 と 厚 い 異 な る 誘 電 体 材 料 層 と を 含 む 複 数 の 層 を 備 え た シ リ コ ン
フ ィ ル ム 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
請 求 項 ８ ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 窒 化 ケ イ 素 又 は 酸 化 ケ イ 素 の 層 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
請 求 項 ８ ９ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 厚 さ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ １ 】
請 求 項 ８ ９ 又 は ９ ０ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 不 動 態 化 層 は 、 ９ ０ ～ １ １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
請 求 項 ８ ９ ， ９ ０ ， 又 は ９ １ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 厚 い 誘 電 体 層 は 、 有 機 樹 脂 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
請 求 項 ９ ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 厚 い 誘 電 体 層 は 、 ノ ボ ラ ッ ク 樹 脂 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ４ 】
請 求 項 ９ ２ 又 は ９ ３ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 厚 い 誘 電 体 層 は 、 ２ ～ ５ μ ｍ の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ５ 】
請 求 項 ９ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 厚 い 誘 電 体 層 は 、 ３ ～ ４ μ ｍ の 厚 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ６ 】
請 求 項 ８ ３ か ら ９ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 接 続 点 は 、 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 内 の 開 口 部 を 介 し て 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ７ 】
請 求 項 ９ ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ８ 】
請 求 項 ９ ６ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-500701 A 2005.1.6



す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ ９ 】
請 求 項 ９ ８ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 ２ ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ０ 】
請 求 項 ９ ９ 記 載 の 装 置 に お い て 、
ｎ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 内 の 開 口 部 は 、 ３ ５ ～ ４ ５ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ １ 】
請 求 項 ９ ６ か ら １ ０ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 開 口 部 は 、 実 質 的 に 円 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ２ 】
請 求 項 ８ ５ か ら １ ０ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 罫 書 き は 、 単 一 の 導 電 材 料 層 の レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 領 域 に よ っ て 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ３ 】
請 求 項 １ ０ ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 分 離 接 続 は 、 水 平 罫 書 き の 間 に レ ー ザ を 定 期 的 に ス イ ッ チ オ フ す る こ と に よ っ て 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 請 求 項 １ ０ ４ 】
請 求 項 １ ０ ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
前 記 分 離 接 続 は 、 水 平 罫 書 き が 形 成 さ れ る べ き で あ る 線 を 横 切 っ て 延 在 す る 絶 縁 層 内 の 細
長 貫 通 孔 を 形 成 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 細 長 貫 通 孔 は 、 前 記 装 置 を 形 成 す る 工 程
の 間 に 導 電 材 料 層 を 用 い て 続 け て コ ー テ ィ ン グ さ れ る か 又 は 部 分 的 に 満 た さ れ 、 前 記 導 電
材 料 は 、 レ ー ザ に よ っ て 生 成 さ れ た 熱 が 下 積 シ リ コ ン へ 伝 導 さ れ る た め に 貫 通 孔 上 を 罫 書
き レ ー ザ が 通 過 し て い る 間 に ア ブ レ ー シ ョ ン さ れ な い ま ま で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ５ 】
請 求 項 １ ０ ４ 記 載 の 装 置 に お い て 、
細 長 ホ ー ル は 、 一 連 の 重 複 す る 大 部 分 が 円 形 の ホ ー ル を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ ６ 】
光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 電 池 境 界 を 形 成 す る 半 導 体 材 料 に お け る 中 断 物 に よ っ て 複 数 の 光 起
電 力 電 池 に 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 の 少 な く と
も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト が 直 列 接 続 ア レ イ で 電 池 を 相 互 接 続 す る よ う 配 置
さ れ た 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 導 電 層 と 前 記 半 導 体
材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 電 池 の 長 手 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 延 在 す る 一 連 の 導 電 ス ト リ ッ プ を 生 成 す る た め に 前
記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 と 、 を 備 え 、
前 記 罫 書 き す る 段 階 は 、 一 の 電 池 の ｐ 型 領 域 に お け る 点 を 他 の 電 池 の ｎ 型 領 域 に お け る 点
へ 接 続 す る 横 方 向 罫 書 き を 横 切 っ て 延 在 す る 導 電 ブ リ ッ ジ を 残 す よ う 構 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ７ 】
請 求 項 １ ０ ６ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 前 記 単 一 の 導 電 材 料 層 の レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 領 域 に
よ っ て 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ８ 】
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請 求 項 １ ０ ７ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 分 離 接 続 は 、 ア ブ レ ー シ ョ ン さ れ て い な い 導 電 領 域 を 残 す た め の 罫 書 き の 間 レ ー ザ を
定 期 的 に ス イ ッ チ オ フ す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ９ 】
光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 半 導 体 材 料 に 電 池 境 界 を 形 成 す る 平 行 中 断 物 に よ っ て 複 数 の 平 行 延
在 細 長 光 起 電 力 電 池 へ 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料
の 少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 直 列 接 続 ア レ イ に 電 池 を 相 互 接 続
す る よ う 配 置 さ れ た 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 導 電 層 と 前 記 半 導 体
材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
一 連 の 電 池 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク ト 領 域 を そ れ ぞ れ が 通 過 す る 一 連 の 導 電 ス ト リ ッ プ を
生 成 す る た め に 前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 中 断 物 を 横
切 っ て 延 在 す る ブ リ ッ ジ に よ っ て 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 各 ス ト リ ッ プ は 、 個 々 の 一 連 の 電
池 の 各 電 池 に お い て の み 一 つ の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と の 接 続 を 形 成 す る 、 段 階 と
、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ０ 】
請 求 項 １ ０ ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 単 一 の 導 電 材 料 層 の レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 領 域 を 用 い
て 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ １ 】
請 求 項 １ １ ０ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 ブ リ ッ ジ は 、 水 平 罫 書 き の 間 レ ー ザ を 定 期 的 に ス イ ッ チ オ フ す る こ と に よ っ て 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ２ 】
請 求 項 １ ０ ９ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 分 離 接 続 は 、 水 平 罫 書 き が 形 成 さ れ る べ き で あ る 線 を 横 切 っ て 延 在 し か つ 導 電 材 料 層
を 用 い て 続 け て コ ー テ ィ ン グ さ れ る か 又 は 部 分 的 に 満 た さ れ る 前 記 絶 縁 層 内 の 細 長 貫 通 孔
を 形 成 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 、
前 記 導 電 材 料 は 、 レ ー ザ に よ っ て 生 成 さ れ た 熱 の 下 積 シ リ コ ン へ の 伝 導 の た め に 前 記 貫 通
孔 上 に 罫 書 き レ ー ザ を 通 過 さ せ て い る 間 ア ブ レ ー シ ョ ン さ れ な い ま ま で あ る こ と を 特 徴 と
す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ３ 】
請 求 項 １ １ ２ 記 載 の 方 法 に お い て 、
前 記 細 長 ホ ー ル を 形 成 す る 段 階 は 、 一 連 の 重 複 す る 大 部 分 が 円 形 の ホ ー ル を 形 成 す る 段 階
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 光 起 電 力 装 置 の 製 造 に 関 し 、 特 に 本 発 明 は 、 マ ル チ セ ル ア レ イ （ multi-cell
 array） 内 の 直 列 接 続 さ れ た 電 池 の た め の 新 し い 相 互 接 続 配 置 を 提 供 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
一 般 に 、 電 力 生 成 に 使 用 さ れ る 光 起 電 力 装 置 は 、 直 並 列 接 続 さ れ た ア レ イ （ series paral
lel connected array） を 生 成 す る た め に 、 伝 導 バ ン ド 又 は 伝 導 層 （ 例 え ば 金 属 又 は 透 明
導 電 性 酸 化 物 な ど ） に よ っ て 相 互 接 続 さ れ た 個 々 の 電 池 の ア レ イ と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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電 池 の 並 列 接 続 が 出 力 電 流 を 上 げ る 一 方 で 、 単 一 の 電 池 に よ っ て 達 成 さ れ 得 る よ り も 高 い
出 力 電 圧 を 与 え る た め に 、 個 々 の 電 池 の 直 列 接 続 が 使 用 さ れ る 。 平 行 な 経 路 の 間 に 比 較 的
高 い レ ベ ル の 相 互 接 続 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 装 置 内 に 電 池 の 直 列 接 続 及 び 並 列 接 続
両 方 を 準 備 す る と 、 個 々 の 電 池 又 は 一 団 の 電 池 に お い て 性 能 が 一 時 的 又 は 永 久 的 に 劣 化 す
る た め に 、 装 置 の 性 能 の 劣 化 が 最 小 化 さ れ る と い う 付 加 的 な 効 果 が 得 ら れ る 。 例 え ば 、 汚
物 又 は 鳥 の 糞 は 、 装 置 の 小 さ な 領 域 に お い て 、 電 池 に よ っ て 生 成 さ れ た 電 流 を 減 少 さ せ る
こ と が あ り 、 こ れ ら 電 池 と 直 列 に 接 続 さ れ た 全 て の 電 池 に お い て 電 流 の 流 れ を 制 限 す る 。
し か し な が ら 、 他 の 直 列 接 続 電 池 と の 並 列 接 続 は 、 冒 さ れ た 電 池 の 周 囲 に 電 流 が 流 れ る こ
と を 可 能 に し 、 か つ 装 置 全 体 に 与 え る 影 響 を 最 小 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
コ ン タ ク ト 材 料 と 比 較 し た と き 電 池 本 体 の 半 導 体 材 料 の 導 電 性 が 比 較 的 低 い た め に 、 半 導
体 材 料 の キ ャ リ ヤ が コ ン タ ク ト に 到 達 す る 前 に 強 制 的 に 横 方 向 に 流 さ れ る 距 離 を 減 少 さ せ
る こ と に よ っ て 、 装 置 に お け る 直 列 抵 抗 が 減 少 す る よ う 個 々 の 電 池 の 表 面 に 複 数 の コ ン タ
ク ト を 与 え る こ と も ま た 、 一 般 的 な 慣 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
い か な る 大 面 積 光 起 電 力 モ ジ ュ ー ル で も 、 モ ジ ュ ー ル に 対 し て 散 乱 さ れ る 分 路 又 は 短 絡 が
あ る 。 こ れ ら 短 絡 に よ っ て 汲 み 上 げ ら れ た 電 流 は 、 負 荷 に 加 え ら れ 得 る 電 流 か ら 直 接 取 り
去 ら れ る 。 薄 膜 モ ジ ュ ー ル で は 、 短 絡 は 通 常 、 （ 例 え ば 金 属 コ ン タ ク ト 層 内 に 分 割 が 形 成
さ れ る の を 局 所 的 に 防 止 す る 汚 染 物 質 の た め に ） 、 又 は 下 積 半 導 体 か ら 金 属 コ ン タ ク ト 層
を 分 離 す る よ う 意 図 さ れ た 絶 縁 層 内 の ピ ン ホ ー ル の た め に 、 金 属 コ ン タ ク ト 間 の と て も 小
さ な ブ リ ッ ジ で 起 こ る 。 短 絡 と 装 置 性 能 の 局 所 的 な 低 下 と に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 問 題 は
、 モ ジ ュ ー ル 内 の 電 池 の 直 列 接 続 及 び 並 列 接 続 の レ ベ ル が 上 昇 す る に つ れ 減 少 す る が 、 し
か し な が ら 、 金 属 被 覆 パ タ ー ン の 複 雑 性 が 増 す こ と を も 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
複 雑 な コ ン タ ク ト パ タ ー ン を 有 す る 装 置 を 製 造 す る コ ス ト は 、 装 置 製 造 の コ ス ト 全 体 に お
い て 重 要 な 要 因 で あ り 、 正 確 な 整 列 工 程 を 必 要 と す る た め に パ タ ー ン の 複 雑 性 が 増 す こ と
で 増 加 し 、 か つ レ ー ザ パ タ ー ニ ン グ の 場 合 に は 、 複 雑 性 が そ れ 程 で な く と も 速 度 が 著 し く
減 少 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 こ の 発 明 は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 光 起 電 力 電 池 を 備 え た 光 起 電
力 装 置 で あ っ て 、 電 池 の 相 互 接 続 が 、 各 電 池 の ｐ 型 領 域 に お け る あ る 点 の 、 ア レ イ 中 の 他
の 電 池 の ｎ 型 領 域 に お け る 各 点 へ の 複 数 の 分 離 平 行 接 続 を 介 し て 形 成 さ れ 、 前 記 分 離 平 行
接 続 は 全 て 、 複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る よ う 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 性 材 料 層 か ら
形 成 さ れ 、 各 ス ト リ ッ プ は 、 電 池 境 界 に 対 応 す る 一 定 の 間 隔 で 中 断 さ れ て い る 、 光 起 電 力
装 置 に お い て 、 前 記 中 断 は 、 Ｎ 番 目 の 電 池 境 界 ご と に 又 は Ｎ 番 目 の 電 池 境 界 ご と の 付 近 に
配 置 さ れ 、 こ こ で Ｎ は ２ よ り も 大 き い か 又 は ２ と 等 し く 、 い ず れ か 一 つ の ス ト リ ッ プ が 中
断 さ れ る 前 記 電 池 境 界 は 、 直 近 の ス ト リ ッ プ が 中 断 さ れ る 電 池 境 界 か ら オ フ セ ッ ト さ れ て
お り 、 そ の 結 果 、 Ｎ 番 目 の ス ト リ ッ プ ご と の 中 断 が 整 列 さ れ 、 か つ 特 定 の ス ト リ ッ プ に よ
っ て 接 続 さ れ る べ き 各 電 池 対 は 、 各 ス ト リ ッ プ に 接 続 さ れ て い な い Ｎ － ２ 個 の 電 池 に よ っ
て 、 各 ス ト リ ッ プ が こ れ ら 介 在 電 池 上 を 通 過 す る と き に 分 離 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 光 起
電 力 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 こ の 発 明 は 、 光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法
で あ っ て 、 前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 電 池 境 界 を 形 成 す る 半 導 体 材 料 に お け る 中 断 に よ っ て 複
数 の 光 起 電 力 電 池 に 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 の
少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 直 列 接 続 ア レ イ に 電 池 を 相 互 接 続 す る
よ う 配 置 さ れ る 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
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前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 の ど ち ら か に 、 前 記 導 電 層 と
前 記 半 導 体 材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
電 池 の 長 手 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 延 在 す る 一 連 の 分 離 導 電 ス ト リ ッ プ を 製 造 す る た め に 導
電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 接 続 す べ き 複 数 の 電 池 対 を 通 過 す
る と と も に 、 個 々 の ス ト リ ッ プ に よ っ て 接 続 さ れ る べ き 各 電 池 対 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク
ト 領 域 へ 接 続 さ れ て お り 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 各 個 々 の 対 の 電 池 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ン タ
ク ト 領 域 を 選 択 的 に 通 過 し 、 こ れ に よ り 各 ス ト リ ッ プ が 、 導 電 ス ト リ ッ プ に よ っ て 相 互 接
続 さ れ る べ き 各 電 池 対 に お け る 各 電 池 の 前 記 第 １ 半 導 体 材 料 層 又 は 前 記 第 ２ 半 導 体 材 料 層
と 交 互 に 電 気 的 接 続 を 形 成 し 、 か つ 各 ス ト リ ッ プ が 、 個 々 の 電 池 対 の 各 電 池 に お い て の み
一 の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と の 接 続 を 形 成 す る 、 段 階 と 、
Ｎ が ２ よ り も 大 き な 整 数 で あ る か 又 は ２ と 等 し い 、 Ｎ 番 目 の 電 池 境 界 ご と に 又 は Ｎ 番 目 の
電 池 境 界 ご と 付 近 で 各 ス ト リ ッ プ を 中 断 す る 段 階 で あ っ て 、 い ず れ か 一 つ の ス ト リ ッ プ が
中 断 さ れ る 電 池 境 界 は 、 直 近 の ス ト リ ッ プ が 中 断 さ れ る 電 池 境 界 か ら オ フ セ ッ ト さ れ て お
り 、 そ の 結 果 、 Ｎ 番 目 の ス ト リ ッ プ ご と の 中 断 物 が 整 列 さ れ 、 接 続 さ れ る べ き 各 電 池 対 は
、 Ｎ － ２ 個 の 電 池 を 通 過 す る と き に 個 々 の ス ト リ ッ プ へ 接 続 さ れ て い な い Ｎ － ２ 個 の 電 池
に よ っ て 分 離 さ れ る 、 段 階 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
好 ま し い 実 施 例 に よ れ ば 、 Ｎ は ２ に 等 し く 、 か つ 接 続 さ れ た 電 池 を 分 離 す る 介 在 電 池 は な
い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ３ の 態 様 に よ れ ば 、 こ の 発 明 は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 平 行 に 延 在 す る 細 長 い 光 起 電
力 電 池 を 備 え た 光 起 電 力 装 置 で あ っ て 、 隣 接 す る 電 池 を 有 す る 各 電 池 の 直 列 接 続 が 、 各 電
池 の ｐ 型 領 域 に お け る 点 の 、 ア レ イ 中 の 隣 接 す る 電 池 の ｎ 型 領 域 に お け る 各 複 数 の 点 へ の
複 数 の 分 離 平 行 接 続 を 介 し て 形 成 さ れ 、 前 記 分 離 平 行 接 続 は 全 て 、 平 行 延 在 電 池 を 分 割 す
る 電 池 境 界 に 対 応 し て 横 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る よ う 罫 書 き さ れ
た 単 一 の 導 電 材 料 層 か ら 形 成 さ れ 、 各 ス ト リ ッ プ は 、 第 ２ 電 池 境 界 ご と に 又 は 第 ２ 電 池 境
界 ご と の 近 傍 で 中 断 さ れ 、 隣 接 す る ス ト リ ッ プ は 、 交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 光 起 電 力 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ４ の 態 様 に よ れ ば 、 こ の 発 明 は 、 複 数 の 平 行 に 延 在 す る 細 長 い 光 起 電 力 電 池 を 備 え た 光
起 電 力 装 置 で あ っ て 、 複 数 の 第 １ 導 電 コ ン タ ク ト が 、 各 電 池 の ｐ 型 領 域 を 、 個 々 の 電 池 の
一 側 に 隣 接 す る 電 池 の ｎ 型 領 域 へ 接 続 し 、 複 数 の 第 ２ 導 電 コ ン タ ク ト が 、 各 電 池 の ｎ 型 領
域 を 、 個 々 の 電 池 の 前 記 一 側 と 反 対 側 に 隣 接 す る 電 池 の ｐ 型 領 域 へ 接 続 し 、 前 記 第 １ 及 び
第 ２ 導 電 コ ン タ ク ト は 全 て 、 前 記 平 行 延 在 電 池 を 分 割 す る 電 池 境 界 に 対 応 し て 横 方 向 に 延
在 す る 複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る よ う 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 材 料 層 か ら 形 成 さ れ
、 各 ス ト リ ッ プ は 、 第 ２ 電 池 境 界 ご と に 又 は 第 ２ 電 池 境 界 ご と の 近 傍 で 中 断 さ れ 、 隣 接 す
る ス ト リ ッ プ は 、 交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 起 電 力 装 置 に あ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ５ の 態 様 に よ れ ば 、 こ の 発 明 は 、 光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法
で あ っ て 、 前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 半 導 体 材 料 に 電 池 境 界 を 形 成 す る 平 行 な 中 断 物 に よ っ て
複 数 の 平 行 延 在 細 長 光 起 電 力 電 池 へ 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性
の 半 導 体 材 料 の 少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 直 列 接 続 ア レ イ に 電
池 を 相 互 接 続 す る よ う 配 置 さ れ る 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 の ど ち ら か に 、 前 記 導 電 層 と
前 記 半 導 体 材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
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一 連 の 電 池 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク ト 領 域 を そ れ ぞ れ が 通 過 す る 一 連 の 分 離 導 電 ス ト リ ッ
プ を 製 造 す る た め に 前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 個 々 の
一 連 の 電 池 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ン タ ク ト 領 域 を 選 択 的 に 通 過 し 、 こ れ に よ り 個 々 の ス ト リ ッ
プ が 、 各 電 池 の 第 １ 半 導 体 材 料 層 又 は 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と 電 気 的 接 続 を 形 成 し 、 か つ 各 ス
ト リ ッ プ が 、 個 々 の 一 連 の 電 池 の 各 電 池 に お い て の み 一 の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と
の 接 続 を 形 成 す る 、 段 階 と 、
交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ た 隣 接 ス ト リ ッ プ を 用 い て 第 ２ 電 池 境 界 ご と で 又 は 第 ２ 電 池 境
界 ご と 付 近 で 各 ス ト リ ッ プ を 中 断 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ６ の 態 様 に よ れ ば 、 こ の 発 明 は 、 光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法
で あ っ て 、 前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 半 導 体 材 料 に 電 池 境 界 を 形 成 す る 平 行 な 中 断 物 に よ っ て
複 数 の 平 行 延 在 細 長 光 起 電 力 電 池 へ 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性
の 半 導 体 材 料 の 少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 直 列 接 続 ア レ イ に 電
池 を 相 互 接 続 す る よ う 配 置 さ れ た 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
各 電 池 の 第 １ コ ン タ ク ト 領 域 に 、 第 １ ド ー パ ン ト 極 性 の 第 １ 上 積 半 導 体 材 料 層 （ first ov
erlying layer of semiconductor material） の 活 性 面 を 露 出 す る よ う に 、 前 記 絶 縁 層 を
貫 通 す る 第 １ 開 口 部 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 第 １ 上 積 半 導 体 材 料 層 の 背 面 と の 電 気 的 接 続 を 形 成 す る よ う に 第 １ 開 口 部 へ 延 在 す る
第 １ 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 前 記 絶 縁 層 上 に 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 第 １ 導 電 コ ン タ ク ト 層 及 び 前 記 絶 縁 層 を 貫 通 す る 第 ２ 開 口 部 を 形 成 す る 段 階 で あ っ て
、 各 電 池 の 第 ２ コ ン タ ク ト 領 域 内 の 少 な く と も 一 つ の 位 置 に 、 第 ２ ド ー パ ン ト 極 性 の 下 積
第 ２ 半 導 体 材 料 層 （ overlying second layer of semiconductor material） に 対 し て 接 続
が 形 成 さ れ る べ き で あ る 、 段 階 と 、
各 第 ２ 開 口 部 の 下 に 第 ２ ド ー パ ン ト 極 性 の 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 を 形 成 す る
段 階 で あ っ て 、 該 導 電 経 路 は 前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と 個 々 の 第 ２ 開 口 部 に お け る 絶 縁
層 の 下 の 背 面 と の 間 に 延 在 し て い る 、 段 階 と 、
前 記 第 １ 導 電 層 上 に 第 ２ 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 で あ っ て 、 該 第 ２ 導 電 層 は 、 前
記 第 ２ 開 口 部 へ 延 在 し 、 か つ 前 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と 電 気 的 な 接 続 を
形 成 す る 、 段 階 と 、
一 連 の 電 池 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク ト 領 域 を そ れ ぞ れ が 通 過 す る 一 連 の 分 離 導 電 ス ト リ ッ
プ を 製 造 す る た め に 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 個 々 の 一 連
の 電 池 の 第 １ 及 び 第 ２ コ ン タ ク ト 領 域 を 選 択 的 に 通 過 し 、 こ れ に よ り 個 々 の ス ト リ ッ プ が
ブ リ ッ ジ 領 域 又 は 各 電 池 の 第 ２ 半 導 体 材 料 層 と の 電 気 的 な 接 続 を 形 成 し 、 か つ 各 ス ト リ ッ
プ が 個 々 の 一 連 の 電 池 の 各 電 池 に お い て の み 一 の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と の 接 続 を
形 成 す る 、 段 階 と 、
交 互 の 電 池 境 界 で 中 断 さ れ た 隣 接 ス ト リ ッ プ を 用 い て 第 ２ 電 池 境 界 ご と で 又 は 第 ２ 電 池 境
界 ご と 付 近 で 各 ス ト リ ッ プ を 中 断 す る 段 階 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
好 ま し く は 前 記 第 ２ 開 口 部 は 、 前 記 下 積 第 ２ 半 導 体 材 料 層 に 延 在 し て い る 。 前 記 下 積 第 ２
半 導 体 材 料 層 へ の 導 電 経 路 は 、 前 記 第 ２ 開 口 部 の 周 囲 及 び 下 の 材 料 の 特 性 を 変 更 す る こ と
に よ っ て 、 又 は 第 ２ 開 口 部 へ 延 在 す る 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 工 程 の 結 果 と し て 、 又
は こ れ ら ２ つ の 組 み 合 わ せ と し て 、 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
好 ま し い 実 施 例 で は 、 前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 非 反 射 性 コ ー テ ィ ン グ が 形 成 さ れ た 加 工 ガ ラ
ス 基 板 と 、 フ ィ ル ム 表 面 に 平 行 な 平 面 に 接 合 部 を 形 成 す る 少 な く と も ２ つ の 反 対 に ド ー プ
さ れ た 領 域 を 有 す る シ リ コ ン フ ィ ル ム と 、 を 備 え た 多 結 晶 薄 膜 シ リ コ ン 太 陽 電 池 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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シ リ コ ン フ ィ ル ム に 形 成 さ れ た 絶 縁 層 は 単 一 の 層 と す る こ と が で き る が 、 好 ま し く は 、 薄
い 不 動 態 化 層 と 異 な る 誘 電 材 料 の 厚 い 層 と を 含 む 複 数 の 層 で あ る 。 好 ま し く は 、 不 動 態 化
層 は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ 、 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ｎ ｍ の 窒 化 ケ イ 素 又 は 酸 化 ケ イ 素 の 層 で あ
る 。 厚 い 誘 電 層 は 好 ま し く は 、 ２ ～ ５ μ ｍ 、 好 ま し く は 約 ３ ～ ４ μ ｍ の 厚 さ の ノ ボ ラ ッ ク
の よ う な 有 機 樹 脂 層 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
コ ン タ ク ト を 形 成 す る 導 電 層 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の よ う な 単 一 の 金 属 層 と す る こ と が で き る
か 、 又 は ５ ～ ２ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 約 １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 す る ニ ッ ケ ル 、 銀 、 又 は
銅 の 薄 い 層 と 、 ５ ０ ～ １ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 約 ９ ０ ～ １ １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 す る
銅 、 銀 、 又 は ニ ッ ケ ル 上 の ア ル ミ ニ ウ ム 層 と 、 を 含 む 複 数 の 層 と し て 形 成 す る こ と が で き
る 。 他 の 可 能 な コ ン タ ク ト 材 料 は 、 高 濃 度 に ド ー プ さ れ た 半 導 体 材 料 及 び 導 電 性 ポ リ マ ー
を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
上 述 の 寸 法 を 有 す る 薄 膜 の 実 施 例 に 対 し て 、 ｐ 型 コ ン タ ク ト が 形 成 さ れ た 絶 縁 層 に 形 成 さ
れ た ホ ー ル は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ 、 好 ま し く は 約 １ ４ ０ ～ １ ６ ０ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す
る 。 ｎ 型 コ ン タ ク ト の た め の ホ ー ル は 、 ２ ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 約 ３ ５ ～ ４
５ μ ｍ の 範 囲 の 直 径 を 有 す る 。 コ ン タ ク ト ホ ー ル は 好 ま し く は 円 形 で あ り 、 ｎ 型 ホ ー ル の
場 合 に は 電 池 領 域 の 一 部 が 分 離 す る の を 防 止 す る た め に 間 隔 を 置 か れ て 配 置 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 細 長 ホ ー ル も ま た 、 あ る 実 施 例 で は 用 い る こ と が で き る 。 ホ ー ル は レ ー ザ
に よ っ て 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 形 状 は 、 ホ ー ル を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る レ ー
ザ ビ ー ム の 形 状 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
金 属 の 罫 書 き は 好 ま し く は レ ー ザ に よ っ て 実 施 さ れ 、 重 複 し て い る レ ー ザ パ ル ス が 下 積 絶
縁 材 料 を さ ほ ど 除 去 す る こ と な く 金 属 層 を 完 全 に 除 去 す る こ と が で き る 速 度 で 実 施 さ れ る
。 高 出 力 レ ー ザ に 対 し て 、 こ の こ と は レ ー ザ の デ フ ォ ー カ ス を 余 儀 な く し 、 そ の 結 果 、 罫
書 き が よ り 拡 が る 。 こ の 発 明 の 実 施 例 は 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ 、 好 ま し く は 約 １ ４ ０ ～ １
６ ０ μ ｍ の 罫 書 き 幅 で 有 効 で あ る こ と が 解 っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
与 え ら れ た 寸 法 は 、 好 ま し い 実 施 例 で 記 述 さ れ た 種 類 の 電 池 に 適 し て い る と い う こ と を 認
め ら れ た い 。 他 の 電 池 型 、 す な わ ち 著 し く 異 な る 膜 厚 を 有 す る 薄 膜 電 池 に 対 し て は 、 絶 縁
層 及 び 金 属 層 の 寸 法 と 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル 及 び レ ー ザ 罫 書 き の 幅 と は 、 特 定 環 境 の 状 況 に
適 合 す る よ う 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 ７ の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の 平 行 に 延 在 す る 細 長 い 光 起 電 力
電 池 を 備 え た 光 起 電 力 装 置 で あ っ て 、 電 池 の 相 互 接 続 が 、 ア レ イ 中 の 他 の 電 池 の ｎ 型 領 域
に お け る 個 々 の 点 へ の 各 電 池 の ｐ 型 領 域 に お け る 点 の 複 数 の 分 離 接 続 を 介 し て 形 成 さ れ 、
前 記 分 離 接 続 は 全 て 、 電 池 境 界 に 対 し て 横 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 細 長 ス ト リ ッ プ を 形 成 す
る よ う に 罫 書 き さ れ た 単 一 の 導 電 材 料 層 か ら 形 成 さ れ 、 前 記 罫 書 き は 、 平 行 に 延 在 す る ス
ト リ ッ プ を 分 割 す る 中 断 物 を 形 成 し 、 各 ス ト リ ッ プ は ま た 、 電 池 領 域 に 対 応 し て 又 は 電 池
領 域 付 近 に お い て 一 定 の 間 隔 で 中 断 さ れ 、 導 電 コ ン タ ク ト は 、 前 記 分 離 接 続 を 形 成 す る た
め に 、 前 記 平 行 に 延 在 す る ス ト リ ッ プ を 分 割 す る 中 断 物 を 横 断 し て 延 在 す る こ と を 特 徴 と
す る 光 起 電 力 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 ス ト リ ッ プ は 、 類 似 し た コ ン タ ク ト を 形 成 す る 列 に 整 列 さ れ 、 前 記 列 は 、 ｐ 型 コ ン タ
ク ト 及 び ｎ 型 コ ン タ ク ト を 交 互 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ｐ 型 コ ン タ ク ト を 形 成 す る 前 記 ス ト リ ッ プ は 、 ｎ 型 コ ン タ ク ト を 形 成 す る こ れ ら ス ト リ ッ
プ に 対 し て 前 記 電 池 境 界 の 方 向 で 測 定 さ れ る よ う に 異 な る 幅 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
一 つ の 変 形 例 で は 、 前 記 分 離 接 続 は 、 水 平 罫 書 き の 間 に レ ー ザ を 定 期 的 に ス イ ッ チ オ フ す
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る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
あ る い は 、 前 記 分 離 接 続 は 、 水 平 罫 書 き が 形 成 さ れ る べ き で あ る 線 を 横 切 っ て 延 在 す る 絶
縁 層 内 の 細 長 貫 通 孔 を 形 成 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 細 長 貫 通 孔 は 、 前 記 装 置 を 形
成 す る 工 程 の 間 に 導 電 材 料 層 を 用 い て 続 け て コ ー テ ィ ン グ さ れ る か 又 は 部 分 的 に 満 た さ れ
、 前 記 導 電 材 料 は 、 レ ー ザ に よ っ て 生 成 さ れ た 熱 の 下 積 シ リ コ ン へ の 伝 導 の た め に 貫 通 孔
上 を 罫 書 き レ ー ザ が 通 過 し て い る 間 に ア ブ レ ー シ ョ ン さ れ な い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
細 長 ホ ー ル は 、 一 連 の 重 複 す る 大 部 分 が 円 形 の ホ ー ル を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 ８ の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で
あ っ て 、 前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 電 池 境 界 を 形 成 す る 半 導 体 材 料 に お け る 中 断 物 に よ っ て 複
数 の 光 起 電 力 電 池 に 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 の
少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト が 直 列 接 続 ア レ イ で 電 池 を 相 互 接 続 す る
よ う 配 置 さ れ た 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 導 電 層 と 前 記 半 導 体
材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 電 池 の 長 手 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 延 在 す る 一 連 の 導 電 ス ト リ ッ プ を 生 成 す る た め に 前
記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 と 、 を 備 え 、
前 記 罫 書 き す る 段 階 は 、 一 の 電 池 の ｐ 型 領 域 に お け る 点 を 他 の 電 池 の ｎ 型 領 域 に お け る 点
へ 接 続 す る 横 方 向 罫 書 き を 横 切 っ て 延 在 す る 導 電 ブ リ ッ ジ を 残 す よ う 構 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 前 記 単 一 の 導 電 材 料 層 の レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 領 域 に
よ っ て 実 施 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 分 離 接 続 は 、 ア ブ レ ー シ ョ ン さ れ て い な い 導 電 領 域 を 残 す た め の 罫 書 き の 間 レ ー ザ を
定 期 的 に ス イ ッ チ オ フ す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ９ の 態 様 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 光 起 電 力 装 置 の 表 面 に コ ン タ ク ト 構 造 を 形 成 す る 方 法 で
あ っ て 、 前 記 光 起 電 力 装 置 は 、 半 導 体 材 料 に 電 池 境 界 を 形 成 す る 平 行 中 断 物 に よ っ て 複 数
の 平 行 延 在 細 長 光 起 電 力 電 池 へ 分 割 さ れ た 、 接 合 部 を 形 成 す る 異 な る ド ー パ ン ト 極 性 の 半
導 体 材 料 の 少 な く と も ２ つ の 層 領 域 を 備 え 、 前 記 コ ン タ ク ト は 、 直 列 接 続 ア レ イ に 電 池 を
相 互 接 続 す る よ う 配 置 さ れ た 方 法 に お い て 、
半 導 体 装 置 の 背 面 に 絶 縁 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 絶 縁 層 に 導 電 コ ン タ ク ト 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
前 記 導 電 層 を 形 成 す る と 同 時 に 又 は 前 記 導 電 層 を 形 成 し た 後 に 、 前 記 導 電 層 と 前 記 半 導 体
材 料 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 と の 間 に 接 続 を 形 成 す る 段 階 と 、
一 連 の 電 池 の 各 電 池 の 一 の コ ン タ ク ト 領 域 を そ れ ぞ れ が 通 過 す る 一 連 の 導 電 ス ト リ ッ プ を
生 成 す る た め に 前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 で あ っ て 、 各 導 電 ス ト リ ッ プ は 、 中 断 物 を 横
切 っ て 延 在 す る ブ リ ッ ジ に よ っ て 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り 各 ス ト リ ッ プ は 、 個 々 の 一 連 の 電
池 の 各 電 池 に お い て の み 一 つ の ド ー パ ン ト 極 性 の 半 導 体 材 料 と の 接 続 を 形 成 す る 、 段 階 と
、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
通 常 、 前 記 導 電 層 を 罫 書 き す る 段 階 は 、 単 一 の 導 電 材 料 層 の レ ー ザ ー ア ブ レ ー シ ョ ン 領 域
を 用 い て 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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一 つ の 変 形 例 で は 、 前 記 ブ リ ッ ジ は 、 水 平 罫 書 き の 間 レ ー ザ を 定 期 的 に ス イ ッ チ オ フ す る
こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
あ る い は 、 前 記 分 離 接 続 は 、 水 平 罫 書 き が 形 成 さ れ る べ き で あ る 線 を 横 切 っ て 延 在 し か つ
導 電 材 料 層 を 用 い て 続 け て コ ー テ ィ ン グ さ れ る か 又 は 部 分 的 に 満 た さ れ る 前 記 絶 縁 層 内 の
細 長 貫 通 孔 を 形 成 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 導 電 材 料 は 、 レ ー ザ に よ っ て 生 成 さ れ
た 熱 の 下 積 シ リ コ ン へ の 伝 導 の た め に 前 記 貫 通 孔 上 に 罫 書 き レ ー ザ を 通 過 さ せ て い る 間 ア
ブ レ ー シ ョ ン さ れ な い ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
前 記 細 長 ホ ー ル を 形 成 す る 段 階 は 、 一 連 の 重 複 す る 大 部 分 が 円 形 の ホ ー ル を 形 成 す る 段 階
を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 明 細 書 に 含 ま れ て き た 文 書 、 作 用 、 材 料 、 装 置 、 文 献 、 又 は 同 様 の も の の あ ら ゆ る 議
論 は 単 に 、 こ の 発 明 の 背 景 を 提 供 す る 目 的 の た め に あ る 。 こ れ ら の 事 柄 の い く つ か 又 は 全
て は 従 来 技 術 の 基 礎 の 一 部 を 形 成 す る と 、 あ る い は 、 こ の 出 願 の 各 請 求 項 の 優 先 日 の 前 に
オ ー ス ト ラ リ ア に 存 在 し た の で こ の 発 明 に 関 係 の あ る 分 野 に お い て 共 通 し た 通 常 の 知 識 で
あ っ た と 、 み な さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 明 細 書 全 体 を 通 し て 、 「 ～ を 含 む 」 と の 語 、 あ る い は 「 ～ を 含 ん で い る 」 の よ う な 変
形 は 、 一 定 の 構 成 要 素 、 完 全 体 又 は 段 階 、 又 は 構 成 要 素 、 完 全 体 又 は 段 階 の 群 を 含 む こ と
を 意 味 す る が 、 他 の 構 成 要 素 、 完 全 体 又 は 段 階 、 又 は 構 成 要 素 、 完 全 体 又 は 段 階 の 群 を 排
除 す る こ と は 意 味 し な い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 の 実 施 例 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 例 と し て 以 下 に 記 述 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 の 一 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 は 、 特 に 大 面 積 薄 膜 シ リ コ ン 光 起 電 力 装 置 の 文 脈 で 以 下 に
与 え ら れ る が 、 し か し な が ら 本 発 明 は 一 般 に 、 比 較 的 低 コ ス ト で か つ 様 々 な 電 池 及 び コ ン
タ ク ト 技 術 に 適 用 で き る 電 池 間 の （ 統 合 さ れ た も の と は 対 照 的 に ） 分 配 さ れ た 接 続 を 与 え
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
前 述 し た よ う に 、 大 面 積 光 起 電 力 モ ジ ュ ー ル の 範 囲 に 亘 っ て 、 モ ジ ュ ー ル に つ い て 分 散 さ
れ た 複 数 の 分 路 又 は 短 絡 が 一 般 に 存 在 し 、 こ の こ と が 、 場 合 に よ っ て は 負 荷 と な り 得 る 電
流 を 引 き 出 す 。 短 絡 の 影 響 と 全 体 的 な モ ジ ュ ー ル 性 能 に お け る 装 置 性 能 の 局 所 的 な 低 下 と
は 一 般 に 、 モ ジ ュ ー ル 内 で の 電 池 の 直 列 接 続 及 び 並 列 接 続 の レ ベ ル が 増 加 す る に つ れ て 減
少 す る が 、 こ の こ と は ま た 、 金 属 化 パ タ ー ニ ン グ の 複 雑 さ が 増 加 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
通 常 、 複 雑 な 相 互 接 続 構 造 は 製 造 す る の に 費 用 が か か る 。 し か し な が ら 、 以 下 に 記 述 さ れ
る 相 互 接 続 構 造 は 、 少 な い 数 の 段 階 を 用 い 、 か つ 比 較 的 高 速 度 で 製 造 す る こ と が で き 、 こ
れ に よ り 他 の 構 成 及 び 技 術 と 比 べ て 出 費 が 抑 え ら た 状 態 が 保 た れ る と い う 付 加 的 な 利 点 を
有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
相 互 接 続 構 造 は 、 モ ジ ュ ー ル 内 の 全 て の 電 池 に 対 し て 全 て の コ ン タ ク ト を 形 成 す る た め に
モ ジ ュ ー ル の 表 面 全 体 に 亘 っ て 導 電 層 （ 通 常 一 つ 又 は 複 数 の 金 属 層 ） を 与 え 、 次 い で 一 連
の 直 線 高 速 度 レ ー ザ 罫 書 き （ straight high speed laser scribe） を 用 い て 導 電 層 を 一 連
の ス ト リ ッ プ に 罫 書 き す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。 ス ト リ ッ プ は 次 い で 、 各 交 互 ス ト リ
ッ プ を 切 断 す る た め に ス イ ッ チ オ ン 及 び オ フ さ れ る レ ー ザ を 用 い て 第 １ 罫 書 き 方 向 へ 横 方
向 に 罫 書 き す る こ と に よ っ て 個 々 の リ ン ク に 分 割 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２ 横 断 罫 書 き ご と
に 一 つ の ス ト リ ッ プ に よ っ て オ フ セ ッ ト さ れ て お り 、 そ の 結 果 各 ス ト リ ッ プ は 、 リ ン ク の
半 分 の ピ ッ チ だ け オ フ セ ッ ト さ れ 両 側 で ２ つ の リ ン ク が 重 な る リ ン ク に 切 断 さ れ る 。 こ れ
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ら リ ン ク の ピ ッ チ は 、 ２ つ の 電 池 の 幅 に 等 し く 、 横 断 罫 書 き は 、 モ ジ ュ ー ル の 隣 接 す る 電
池 間 の 電 池 境 界 を 表 す 下 層 電 池 配 置 に お け る 中 断 物 と 同 じ 場 所 を 占 め る か 又 は 中 断 物 の 近
く に あ る 。 こ の コ ン タ ク ト 構 造 と 、 該 コ ン タ ク ト 構 造 の 製 造 方 法 と は 、 以 下 で 特 に 大 面 積
薄 膜 シ リ コ ン 光 起 電 力 装 置 を 背 景 と し て 述 べ ら れ る が 、 本 方 法 は 、 例 え ば 使 用 す る オ フ セ
ッ ト の 数 、 及 び 各 電 池 が 接 続 さ れ る 他 の 電 池 の 数 を 変 更 す る こ と に よ っ て 、 修 正 す る こ と
が で き る 。 記 述 さ れ た 実 施 例 の 場 合 の よ う に 電 池 に 対 し て モ ジ ュ ー ル の 幅 を 伸 ば す こ と は
本 質 的 で は な く 、 そ れ ゆ え に 本 発 明 は 様 々 な モ ジ ュ ー ル 、 電 池 構 造 、 及 び 電 池 配 置 に 適 用
で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 下 で 記 述 さ れ る 電 池 構 造 の 場 合 に は 、 複 数 の 並 列 接 続 電 池 に 近 づ く よ う に 、 長 い 電 池 を
組 み 立 て る こ と に よ っ て 並 列 接 続 が 与 え ら れ る が 、 並 列 接 続 は 金 属 で は な く 半 導 体 を 介 す
る の で 、 直 列 抵 抗 は 局 所 的 な 短 絡 が 電 池 全 体 を バ イ パ ス す る こ と を 防 止 す る 。 し た が っ て
、 隣 接 す る 電 池 の 各 対 の 間 に 複 数 の 直 列 接 続 を 与 え る こ と に よ っ て 、 長 い 電 池 の 利 点 を 利
用 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 局 所 的 な 欠 点 は 自 己 分 離 し か つ 自 己 バ イ パ ス す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 面 を 参 照 す る と 、 図 １ は 、 こ の 発 明 の 方 法 が 統 合 さ れ る 装 置 製 造 方 法 に 先 立 つ 半 導 体 装
置 構 造 １ １ の 一 部 を 示 す 。 図 １ で は 、 製 造 方 法 の 第 １ 段 階 が 適 用 さ れ て い る 。 半 導 体 装 置
は 、 薄 い 非 反 射 性 コ ー テ ィ ン グ で 覆 わ れ か つ 上 部 ｐ 型 領 域 １ ３ 、 下 部 ｎ ＋ ＋ 型 領 域 １ ５ 、
及 び ｐ 型 領 域 と ｎ 型 領 域 と を 分 離 す る 真 性 又 は 僅 か に ド ー プ さ れ た 領 域 １ ４ 、 を 有 す る ガ
ラ ス 基 板 ２ ２ に 形 成 さ れ た 薄 い 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 １ ２ を 含 む 光 起 電 力 モ ジ ュ ー ル で あ る 。
シ リ コ ン 膜 １ ２ は 、 罫 書 き 分 離 溝 （ scribed isolation groove） １ ６ に よ っ て 複 数 の 電 池
（ セ ル （ cell） ） に 分 離 さ れ て い る 。 ガ ラ ス 表 面 は 好 ま し く は 、 遮 光 を 促 進 す る た め に 織
り 目 を 出 さ れ て い る が 、 こ の 様 子 は 明 確 性 の た め に 図 面 に は 示 さ れ て い な い 。 通 常 、 ガ ラ
ス の 表 面 質 感 は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ７ μ ｍ ま で の 寸 法 を 示 し 、 非 反 射 性 コ ー テ ィ ン グ は ７ ０ ｎ
ｍ の オ ー ダ ー の 窒 化 ケ イ 素 コ ー テ ィ ン グ で あ る 。 シ リ コ ン 膜 は 通 常 、 ０ ． ５ ～ １ ０ μ ｍ の
範 囲 、 好 ま し く は １ ～ ３ μ ｍ の 間 の 厚 さ で あ り 、 そ れ ぞ れ が 約 ０ ． １ μ ｍ の 深 さ に 延 在 し
て い る 高 濃 度 に ド ー プ さ れ た 領 域 を 有 す る ｐ 型 ド ー プ 領 域 及 び ｎ 型 ド ー プ 領 域 を 有 す る 。
ガ ラ ス 表 面 の 質 感 は 、 質 感 材 料 を コ ー テ ィ ン グ す る こ と に よ っ て 、 又 は 例 え ば エ ッ チ ン グ
に よ っ て ガ ラ ス に 直 接 質 感 を 与 え る こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
装 置 製 造 方 法 の 第 １ 段 階 は 、 薄 い シ リ コ ン 膜 １ ２ 上 に 絶 縁 層 １ ７ を 形 成 す る こ と で あ る 。
好 ま し く は 、 絶 縁 層 は 、 ２ ～ ５ μ ｍ 、 通 常 ３ ～ ４ μ ｍ の オ ー ダ ー の 厚 さ に 形 成 さ れ た 、 ノ
ボ ラ ッ ク と し て 知 ら れ て い る 有 機 樹 脂 に 加 え て 窒 化 ケ イ 素 又 は 酸 化 ケ イ 素 の 薄 い 層 （ ５ ０
～ ２ ０ ０ ｎ ｍ 及 び 好 ま し く は 約 １ ０ ０ ｎ ｍ ） か ら 構 成 さ れ た ２ 層 膜 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 い で 第 １ 組 の ホ ー ル １ ９ （ 図 ２ 参 照 ） が 、 レ ー ザ １ ８ を 用 い て 開 け る べ き 領 域 を 加 熱 す
る こ と に よ っ て 絶 縁 層 １ ７ に 形 成 さ れ る 。 レ ー ザ は 下 に あ る シ リ コ ン を 局 所 的 に 加 熱 し 、
こ れ に よ り 下 の シ リ コ ン を 露 出 さ せ る ホ ー ル １ ９ を 残 し た ま ま ノ ボ ラ ッ ク が 噴 出 す る 。 必
要 な ら ば ホ ー ル を 取 り 囲 む 絶 縁 層 の 端 縁 部 を 滑 ら か に す る た め に 、 熱 処 理 を 続 け て 用 い る
こ と が で き る 。 ノ ボ ラ ッ ク の 熱 処 理 の 後 、 ノ ボ ラ ッ ク の 除 去 に よ っ て 露 出 さ れ た 窒 化 ケ イ
素 又 は 酸 化 ケ イ 素 は 、 化 学 エ ッ チ ン グ に よ っ て 除 去 さ れ て 、 下 の 半 導 体 材 料 の 表 面 が 露 出
す る 。 こ の 組 の ホ ー ル は 、 半 導 体 材 料 １ ２ の 背 面 に 対 す る コ ン タ ク ト を 可 能 に し 、 こ れ に
よ り 接 続 が 装 置 の ｐ 型 領 域 １ ３ に 形 成 さ れ る こ と を 可 能 に す る た め に 与 え ら れ 、 し た が っ
て ホ ー ル は 、 ホ ー ル 近 傍 に お け る ｐ 型 半 導 体 材 料 及 び ｎ 型 半 導 体 材 料 の 分 裂 量 を 最 小 化 す
る た め に 、 半 導 体 材 料 を 最 小 限 に 加 熱 す る こ と に よ っ て 開 け ら れ る 。 こ の こ と は 、 レ ー ザ
ビ ー ム を デ フ ォ ー カ ス （ defocus） す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ 、 そ の 結 果 、 し っ か り と フ
ォ ー カ ス さ れ た レ ー ザ を 用 い て 生 じ る よ り も 大 き な 開 口 部 が 絶 縁 層 に 形 成 さ れ る 。 ホ ー ル
の 形 状 及 び 寸 法 は 、 レ ー ザ ビ ー ム の 断 面 形 状 に よ っ て 決 定 さ れ る が 、 通 常 、 お よ そ 円 形 で
重 な り 合 わ ず 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 約 １ ５ ０ μ ｍ の 直 径 を 有 す る 。

10

20

30

40

50

(19) JP 2005-500701 A 2005.1.6



【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ３ に 向 け る と 、 薄 い 金 属 層 ２ ３ は 次 い で 絶 縁 層 １ ７ 上 に 堆 積 さ れ 、 ｐ 型 領 域 １ ３ と 接 触
す る た め に ホ ー ル １ ９ に 延 在 す る 。 薄 い 金 属 層 ２ ３ は 好 ま し く は 、 ｐ 型 領 域 １ ３ に 対 す る
コ ン タ ク ト 及 び 後 方 反 射 体 の 両 方 と し て 役 に 立 つ 、 通 常 １ ０ ｎ ｍ の オ ー ダ ー の ニ ッ ケ ル 又
は 銅 で あ る 。 銅 は 、 ニ ッ ケ ル よ り も 優 れ た 光 学 反 射 体 で あ り 、 各 金 属 は ｐ 型 シ リ コ ン と 信
頼 性 の 高 い 接 触 を 形 成 す る 。 し か し な が ら 、 ニ ッ ケ ル は 銅 ほ ど に は 強 く ノ ボ ラ ッ ク に 付 着
せ ず 、 こ の 事 実 は 金 属 分 離 溝 を 続 け て 形 成 す る こ と を 助 け る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ニ ッ ケ ル が 用 い ら れ た 場 合 に は 、 層 が 光 に 対 し て ほ と ん ど 透 明 に な る よ う に 、 厚 さ は １ ０
ｎ ｍ よ り も 薄 く 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 続 く 層 か ら の 光 学 的 反 射 を 妨 げ な い
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ２ の 薄 い 銀 の 層 を 、 光 学 的 反 射 を 増 加 さ せ る た め に 追 加 す る こ と が で き る 。 し か し な が
ら 、 シ リ コ ン に 対 す る 電 気 的 な 接 触 に 乏 し い の で 、 銀 は 単 独 で は 用 い る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
層 ２ ４ （ 図 ３ 参 照 ） は 、 薄 い 金 属 層 ２ ３ 、 絶 縁 層 １ ７ 、 及 び 半 導 体 層 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ を
貫 通 す る ホ ー ル を 開 け 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 膜 １ ２ を 貫 通 し て ガ ラ ス 基 板 ２ ２ へ
延 在 す る 開 口 部 ３ ２ を 形 成 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
開 口 部 ３ ２ が 形 成 さ れ る と き 、 開 口 部 近 傍 の 非 常 に 薄 い 金 属 層 ２ ３ は 、 開 口 部 ３ ２ を 取 り
囲 む 領 域 か ら 蒸 発 さ せ ら れ 、 残 っ た 溶 融 金 属 は 後 ず さ り し て 厚 く さ れ た 部 分 ２ ７ を 形 成 し
、 そ の 結 果 、 金 属 層 ２ ３ 内 の 開 口 部 は シ リ コ ン 内 の 開 口 部 の 直 径 の ２ ～ ３ 倍 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
開 口 部 ３ ２ は 再 び 細 長 溝 又 は 間 隔 を 空 け ら れ た ホ ー ル の ど ち ら か と な り 、 そ の 結 果 、 側 面
の 連 続 性 が 半 導 体 層 内 で 維 持 さ れ る 。 第 １ 組 の ホ ー ル １ ９ に 関 し て 、 ホ ー ル ３ ２ の 形 状 及
び 寸 法 は 、 レ ー ザ ビ ー ム の 断 面 形 状 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 第 ２ 組 の ホ ー ル ３ ２ の 場 合 は 第
１ 組 の ホ ー ル １ ９ の 場 合 よ り も し っ か り と フ ォ ー カ ス さ れ 、 通 常 、 ほ ぼ 円 形 で 重 な り 合 わ
ず 、 ２ ５ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 範 囲 、 好 ま し く は 約 ４ ０ μ ｍ の 直 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ４ に も 示 す よ う に 、 開 口 部 ３ ２ に よ っ て 露 出 さ れ た シ リ コ ン 表 面 ２ ５ は 、 ｎ 型 ド ー パ ン
ト で ド ー プ さ れ て お り 、 ｐ 型 領 域 １ ３ か ら 開 口 部 ３ ２ を 分 離 し 、 か つ 表 面 に ｎ 型 コ ン タ ク
ト を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ５ を 参 照 す る と 、 ｎ 型 コ ン タ ク ト が 、 第 １ の 薄 い 金 属 層 ２ ３ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 薄 い
金 属 層 ２ ８ に よ っ て 形 成 さ れ 、 第 ２ の 金 属 層 ２ ８ は 、 開 口 部 ３ ２ へ 延 在 す る と と も に 、 開
口 部 ３ ２ の 表 面 ２ ５ と 接 触 す る 。 好 ま し く は 導 電 層 ２ ８ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の よ う な 金 属 層
で あ る が 、 導 電 層 は ま た 、 同 族 の 合 金 、 高 濃 度 に ド ー プ さ れ た 半 導 体 材 料 層 、 導 電 性 プ ラ
ス チ ッ ク 材 料 層 、 又 は 他 の 適 切 な 導 体 を 含 ん で も よ い 。 コ ン タ ク ト が 、 予 め 形 成 さ れ た ニ
ッ ケ ル の 第 １ 金 属 層 上 の ア ル ミ ニ ウ ム か ら 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 ニ ッ ケ ル 層 及 び ア ル
ミ ニ ウ ム 層 の そ れ ぞ れ は 好 ま し く は 、 １ ０ ｎ ｍ 及 び １ ０ ０ ｎ ｍ の オ ー ダ ー で あ る 。 金 属 層
は 好 ま し く は 、 ス パ ッ タ リ ン グ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 方 法 の 第 １ 段 階 は ｎ 型 コ ン タ ク ト と ｐ 型 コ ン タ ク ト と の 分 離 で あ り 、 こ れ は 金 属 層 ２ ３
及 び ２ ８ を 溶 融 及 び ／ 又 は 蒸 着 し 、 こ れ に よ り 図 ６ に 見 ら れ る よ う な 分 離 溝 （ isolation 
groove） ３ １ を 形 成 す る た め に 、 レ ー ザ ２ ９ を 用 い る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
完 成 し た 構 造 の 一 部 は 、 電 池 の 直 列 接 続 を 与 え る た め に 一 の セ ル の ｎ 型 コ ン タ ク ト を 隣 接
す る セ ル の ｐ 型 コ ン タ ク ト へ 接 続 す る 様 子 を 示 す 図 ６ に 示 さ れ て い る 。 図 ６ に 示 さ れ た 断
面 は 、 図 ７ に 示 す Ｘ － Ｘ ′ 線 視 断 面 に 良 く 似 て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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レ ー ザ が パ ル ス ・ オ ン さ れ た と き 、 僅 か な 量 の 金 属 が ビ ー ム 直 下 で ア ブ レ ー ト （ ablate）
さ れ 、 ア ブ レ ー ト さ れ た 領 域 を 取 り 囲 む 溶 融 金 属 の 表 面 の 表 面 張 力 は 、 ホ ー ル か ら 金 属 を
引 き 戻 し て ホ ー ル 周 辺 に 金 属 の 僅 か に 厚 く な っ た 部 分 を 生 じ さ せ 、 開 口 部 ３ １ （ 図 ６ 参 照
） を 形 成 す る 。 開 口 部 ３ １ は 、 図 ６ の 正 面 図 に 見 ら れ る よ う に 、 図 ７ の 平 面 図 に 示 さ れ た
罫 書 き に お け る 一 点 を 表 し 、 元 の ア ブ レ ー ト さ れ た 領 域 よ り も 著 し く 大 き な 直 径 を 有 す る
。 下 方 に 位 置 す る 誘 電 体 （ こ の 場 合 ノ ボ ラ ッ ク と し て 知 ら れ て い る 有 機 樹 脂 ） に 対 す る ニ
ッ ケ ル 層 ２ ３ の 接 合 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 場 合 ほ ど 優 れ て い な い の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム 層 と ニ
ッ ケ ル 層 と が 組 み 合 わ さ れ た 層 ２ ３ ， ２ ８ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム が 単 独 で 用 い ら れ た 場 合 よ り
も 容 易 に 再 剥 離 す る 。 ビ ー ム 直 径 よ り も 小 さ な 通 常 の ピ ッ チ で 間 隔 を 置 か れ た 中 心 部 に レ
ー ザ を パ ル ス す る こ と に よ っ て 、 一 対 の 金 属 マ ウ ン ド （ mound） に よ っ て 取 り 囲 ま れ た 一
連 の 接 合 さ れ た ホ ー ル が 形 成 さ れ 、 互 い に 電 気 的 に 隔 離 さ れ る べ き ２ つ の 領 域 の 金 属 膜 を
分 離 す る 連 続 ギ ャ ッ プ が 提 供 さ れ る （ 図 ７ 参 照 ） 。 通 常 、 分 離 罫 書 き は １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ μ
ｍ の 幅 、 好 ま し く は 約 １ ５ ０ μ ｍ の 幅 で あ る 。 罫 書 き は 通 常 、 約 ０ ． ２ ～ １ ． ９ ｍ ｍ 、 好
ま し く は 約 ０ ． ８ ５ ｍ ｍ の 幅 の 導 電 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る た め に 、 中 心 が ０ ． ２ ～ ２ ． ０
ｍ ｍ 、 好 ま し く は 約 １ ｍ ｍ の 間 隔 で 空 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
図 ７ を 参 照 す る と 、 分 離 罫 書 き は 、 セ ル ３ ５ を 横 断 し か つ 上 述 の よ う な 寸 法 を 有 す る 第 １
組 の 長 い 罫 書 き ３ １ と 、 電 池 境 界 １ ６ 上 の 長 い 罫 書 き ３ １ 間 の 第 ２ 組 の 短 い 罫 書 き ３ ４ と
、 を 備 え 、 長 い 罫 書 き ３ ３ に よ っ て 形 成 さ れ た ス ト リ ッ プ を よ り 短 い リ ン ク ３ ６ に 分 離 す
る 。 短 い 罫 書 き ３ ４ は 、 長 い 罫 書 き ３ ３ と 同 様 の 幅 を 有 す る が 、 電 池 の 相 互 接 続 を 可 能 と
す る た め に ２ つ の 電 池 幅 に よ っ て 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る コ ン タ ク ト 構 造 を 含 む 装 置 の 一 部 を 示 す 背 面 図 で あ る 。 図
７ か ら 、 装 置 １ １ の 電 池 の そ れ ぞ れ が 、 電 池 の ｐ 型 領 域 及 び ｎ 型 領 域 へ の コ ン タ ク ト を 与
え る 交 互 の ホ ー ル １ ９ 及 び ホ ー ル ３ ２ の 組 を 分 離 す る 複 数 の 横 断 罫 書 き ３ ３ に よ っ て 、 長
い 軸 線 を 横 切 っ て 分 割 さ れ た 細 長 光 起 電 力 要 素 ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ ， ３ ５ ｃ ， ３ ５ ｄ を 備 え る
こ と が 分 か る 。 横 断 罫 書 き ３ １ は 、 各 罫 書 き が 各 細 長 電 池 を 横 断 す る よ う に 、 装 置 の 長 さ
方 向 に 延 在 す る 長 い 実 質 的 に 直 線 の 罫 書 き と し て 形 成 さ れ て い る 。 長 い 連 続 的 な 罫 書 き を
こ の よ う に 用 い る こ と に よ っ て 、 罫 書 き は 、 （ レ ー ザ が １ シ ョ ッ ト で ビ ー ム 下 の 金 属 を 完
全 に 除 去 す る こ と が で き る と す れ ば ） レ ー ザ シ ョ ッ ト が 重 な る こ と を 可 能 に す る レ ー ザ テ
ー ブ ル （ laser table） の 最 大 並 進 速 度 （ maximum translation rate） で 形 成 す る こ と で
き る 。 こ の レ ー ザ の 操 作 方 法 は 、 レ ー ザ が 正 確 な 位 置 で 停 止 さ れ か つ 開 始 さ れ な け れ ば な
ら な い 角 で パ タ ー ン を 罫 書 こ う と 試 み る 場 合 よ り も ず っ と 速 い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
第 １ 組 の 罫 書 き ３ １ の 形 成 に 続 け て 、 第 ２ 電 池 対 ご と を 分 離 す る た め に 、 さ ら な る 組 の 電
池 分 離 罫 書 き ３ ４ が 、 隣 接 す る 電 池 １ １ 間 の 電 池 分 離 罫 書 き １ ６ 上 に 形 成 さ れ る 。 細 長 横
断 罫 書 き ３ １ の い ず れ か 一 つ の 両 側 （ either side） に 延 在 す る セ ル 分 離 罫 書 き ３ ４ は 、
同 一 の 横 断 罫 書 き ３ １ の 他 の 側 の 細 長 横 断 罫 書 き に 対 し て 一 つ 分 の セ ル だ け オ フ セ ッ ト さ
れ て い る 。 そ の 結 果 、 電 池 セ ル は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 オ フ セ ッ ト を 交 互 に し 、 一 の セ ル
３ ５ の １ 組 の ｐ 型 コ ン タ ク ト １ ９ を 隣 接 す る セ ル ３ ５ の １ 組 の ｎ 型 コ ン タ ク ト ３ ２ へ 接 続
す る こ と に よ っ て 、 接 続 リ ン ク ３ ６ の マ ト リ ッ ク ス に よ っ て 直 列 に 接 続 さ れ る よ う に な る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 ７ の 装 置 の 一 部 に 対 す る 等 価 回 路 は 、 図 ８ に 示 さ れ て い る 。 図 ８ か ら 、 リ ン ク ３ ６ が 、
（ 複 数 の 並 列 接 続 ダ イ オ ー ド と し て 表 さ れ た ） 一 の 細 長 電 池 ３ ５ の ア ノ ー ド と 隣 接 す る 電
池 の カ ソ ー ド と の 間 の 複 数 の 接 続 を 与 え て い る こ と が 分 か る 。 電 池 の 横 方 向 の 抵 抗 は 、 直
列 リ ン ク ３ ６ 間 の 電 池 に お け る 横 方 向 の 電 流 を 制 限 し 、 か つ 分 路 の 影 響 を 分 路 を 密 着 し て
取 り 囲 む 領 域 に 抑 制 す る 、 複 数 の 抵 抗 器 ３ ７ に よ っ て 示 さ れ て い る 。 こ の 構 成 は 、 電 流 が
装 置 の 不 完 全 な 又 は 影 に な っ た 領 域 の 周 辺 に 流 れ る こ と を 可 能 に す る 一 方 で 、 直 列 接 続 に
よ っ て 高 電 圧 を 達 成 す る こ と を 可 能 に す る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る コ ン タ ク ト 構 造 を 含 む 装 置 の 一 部 を 示 す 背 面 図 で あ る
。 該 コ ン タ ク ト 構 造 は 、 第 １ 実 施 例 の コ ン タ ク ト 構 造 の 変 形 例 で あ り 、 上 述 の 方 法 と は 異
な る 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 図 か ら 解 る よ う に 、 こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 隣 接 す る 電 池 に
同 様 の 種 類 の コ ン タ ク ト が 、 横 方 向 に 整 列 さ れ て い る 。 こ の よ う に 図 ９ に 示 さ れ た よ う に
、 ｐ 型 コ ン タ ク ト を 形 成 す る 一 般 的 に 矩 形 の 金 属 パ ッ ド ６ ２ の 横 断 ス ト リ ッ プ ６ ０ が あ り
、 横 断 ス ト リ ッ プ ６ ０ 上 に は 、 ｎ 型 コ ン タ ク ト ３ ２ を 形 成 す る 金 属 パ ッ ド ６ ６ の さ ら な る
ス ト リ ッ プ ６ ４ が あ り 、 ス ト リ ッ プ ６ ４ 上 に は 、 ｐ 型 コ ン タ ク ト を 形 成 す る 金 属 パ ッ ド ６
２ の さ ら な る ス ト リ ッ プ が あ り 、 な ど な ど で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
第 ２ 実 施 例 で は 、 製 造 方 法 は 、 上 述 の よ う に 装 置 に 電 池 の コ ン タ ク ト を 配 置 す る こ と を 除
い て 第 １ 実 施 例 の 製 造 方 法 と 、 及 び 電 池 間 の 接 続 を 形 成 す る 方 法 と 大 部 分 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
第 １ 実 施 例 の よ う に 、 分 離 罫 書 き は 、 １ ０ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 幅 、 好 ま し く は 約 １ ５ ０ μ ｍ
の 幅 の 電 池 を 横 断 す る 第 １ 組 の 長 い 罫 書 き ３ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
第 ２ 組 の 短 い （ 分 離 ） 罫 書 き ４ ４ は 、 電 池 境 界 １ ６ の 近 く の 長 い 罫 書 き 間 に 延 在 す る 。 第
１ 実 施 例 と は 対 照 的 に 、 水 平 ス ト リ ッ プ ６ ０ ， ６ ４ ご と は 、 電 池 境 界 １ ６ ご と に 又 は 電 池
境 界 １ ６ ご と 付 近 で 垂 直 罫 書 き ４ ４ に よ っ て 機 械 的 に 中 断 さ れ て い る 。 罫 書 き さ れ た 領 域
は ク ロ ス ハ ッ チ を 用 い て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
図 ９ を 再 び 参 照 す る と 、 罫 書 き ４ ４ は 、 電 池 境 界 １ ６ を 用 い て 整 列 さ れ た 第 ２ 電 池 分 離 罫
書 き ４ ４ ａ ご と を 用 い て ジ グ ザ グ に さ れ て お り 、 他 の 電 池 分 離 罫 書 き ４ ４ ｂ は 、 １ ０ ０ ～
５ ０ ０ μ ｍ 、 好 ま し く は 約 ２ ５ ０ μ ｍ の 距 離 だ け 電 池 境 界 の 片 側 に 対 し て 間 隔 を 空 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
金 属 ブ リ ッ ジ ４ ６ は 、 一 の 電 池 の ｐ 型 金 属 コ ン タ ク ト パ ッ ド １ ９ を 隣 接 す る 電 池 の ｎ 型 金
属 コ ン タ ク ト パ ッ ド ３ ２ へ 接 続 し て い る 。 ブ リ ッ ジ ４ ６ は 、 図 ２ を 参 照 し て 述 べ ら れ た よ
う に 、 ｐ 型 コ ン タ ク ト １ ９ を 形 成 す る た め に 用 い ら れ た の と 同 様 の 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ
る 。 特 に 、 下 の シ リ コ ン を 局 所 的 に 加 熱 し て こ れ に よ り ノ ボ ラ ッ ク が 噴 出 し て 下 の シ リ コ
ン を 露 出 さ せ る ホ ー ル １ ９ が 残 る よ う に 、 一 列 に 並 ん だ 重 な り 合 う ホ ー ル が レ ー ザ １ ８ を
用 い て 絶 縁 層 に 形 成 さ れ る 。 ホ ー ル の 列 は 、 横 断 罫 書 き ３ １ の 列 上 に ア ー チ を 作 る よ う に
意 図 的 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 列 は 続 い て 、 ｐ 型 コ ン タ ク ト が コ ー テ ィ ン グ さ れ た の と 同
様 の 製 造 方 法 の 後 の 段 階 の 間 、 金 属 層 ２ ３ 及 び ２ ８ を 用 い て コ ー テ ィ ン グ ／ 部 分 的 に 充 填
・ さ れ る 。 水 平 罫 書 き ３ １ を 形 成 す る レ ー ザ が ホ ー ル の 列 上 を 通 過 す る と き 、 ホ ー ル か ら
金 属 を 除 去 す る こ と が で き な い 。 何 故 な ら 、 金 属 が シ リ コ ン と 比 べ れ ば 相 対 的 に 熱 絶 縁 体
と な る ノ ボ ラ ッ ク と は 対 照 的 に 比 較 的 優 れ た ヒ ー ト シ ン ク と し て 作 用 す る シ リ コ ン １ ３ と
直 接 接 触 し 、 レ ー ザ の 熱 を 外 側 に 逃 が し て ブ リ ッ ジ が ア ブ レ ー ト さ れ る の を 防 止 す る か ら
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
完 成 さ れ た 構 造 の 一 部 は 図 １ ０ に 示 さ れ て お り 、 図 １ ０ は 、 直 列 接 続 の 電 池 を 与 え る た め
に 、 一 の 電 池 の ｎ 型 コ ン タ ク ト を 隣 接 す る 電 池 の ｐ 型 コ ン タ ク ト へ 接 続 す る よ う す を 示 す
。 図 １ ０ に 示 さ れ た 断 面 は 、 図 ９ に 示 さ れ た Ｘ Ｘ － Ｘ Ｘ 線 視 断 面 に 良 く 似 て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
上 述 の よ う に あ る 電 池 の ｐ 型 金 属 コ ン タ ク ト パ ッ ド を 隣 接 す る 電 池 の ｎ 型 コ ン タ ク ト パ ッ
ド へ 接 続 す る 金 属 ブ リ ッ ジ を 提 供 す る 代 わ り に 、 ブ リ ッ ジ ４ ６ は 単 に 、 水 平 罫 書 き が ブ リ
ッ ジ を 形 成 す る 金 属 層 ２ ３ 及 び ２ ８ の 残 部 を 残 し て い る 間 に レ ー ザ を 定 期 的 に オ フ す る こ
と に よ っ て 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ｎ 型 金 属 パ ッ ド 及 び ｐ 型 金 属 パ ッ ド は 整 列 さ れ て い る の で 、 こ の 実 施 例 を 用 い て 、 互 い に
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異 な る 幅 の ｎ 型 金 属 パ ッ ド 及 び ｐ 型 金 属 パ ッ ド を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 さ
れ た い 。 直 列 抵 抗 は 、 幅 を 別 々 に 最 適 化 す る こ と に よ っ て 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
大 ま か に 述 べ ら れ た 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 特 定 の 実 施 例 で 示 さ れ
た よ う に 、 本 発 明 に 対 し て 数 多 く の 変 形 及 び ／ 又 は 修 正 が 可 能 で あ る こ と は 、 当 業 者 に 理
解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 方 法 が 適 用 さ れ た 第 １ 実 施 例 の 第 １ 段 階 の 後 の 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 に 従 っ て 本 発 明 の 第 １ 開 口 段 階 が 適 用 さ れ た 後 の 半 導 体 装 置 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 に 従 っ て 本 発 明 の 第 １ 金 属 化 段 階 が 適 用 さ れ た 後 の 半 導 体 装 置 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 例 に 従 っ て 本 発 明 の 第 ２ 開 口 段 階 が 適 用 さ れ た 後 の 半 導 体 装 置 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 例 に 従 っ て 本 発 明 の 第 ２ 金 属 化 段 階 が 適 用 さ れ た 後 の 半 導 体 装 置 を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ ン タ ク ト を ｐ 型 領 域 と ｎ 型 領 域 と に 分 割 す る た め に 第 １ 実 施 例 に 従 っ て 形 成 さ
れ た 金 属 被 覆 が 中 断 さ れ た 後 の 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 金 属 化 及 び 金 属 層 の パ タ ー ニ ン グ の 後 の 図 １ ～ ４ の 装 置 の 一 部 を 示 す 背 面 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に 従 っ て 形 成 さ れ た 装 置 の 一 部 の 等 価 回 路 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 半 導 体 装 置 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 罫 書 き 段 階 に よ っ て 金 属 被 膜 が 中 断 さ れ た 後 の 図 ９ に 示 さ れ た 半 導 体 装 置 の 第
２ 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
１ ２ 　 半 導 体 材 料
１ ３ 　 ｐ 型 領 域
１ ５ 　 ｎ ＋ ＋ 型 領 域
１ ６ 　 電 池 境 界
１ ７ 　 絶 縁 層
１ ８ 　 レ ー ザ
１ ９ 　 ホ ー ル
２ ２ 　 ガ ラ ス 基 板
２ ３ 　 金 属 層
２ ５ 　 シ リ コ ン 表 面
２ ８ 　 金 属 層
３ １ 　 開 口 部
３ ２ 　 開 口 部
３ ３ 　 長 い 罫 書 き
３ ４ 　 短 い 罫 書 き
３ ５ 　 セ ル
３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ ， ３ ５ ｃ ， ３ ５ ｄ 　 細 長 光 起 電 力 要 素
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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